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世界史B 　19 清 (1616~1912)

1,清の中国支配	


1616　ツングース系女真の(　　　　　　)1=太祖(位1616~26)、東北部で女真を統一	


　　┌(　　　　　)2=後金=建国。民族名を『満州』とする。モンゴル文字→(　　　　　　)3文字	


　　└1619年(　　　　　　)4の戦いで明軍を破る。	


　二代(　　　　　　　)5=太宗(位1626~43)	



　　┌国号を『清』とする。内モンゴル=チャハルを征服、(　　　　　　)6を服属させる。	


　　└六部を創設、(　　　　　　)7官僚を登用する。	


　三代順治帝=世祖(位1643~61)	



1644　明の将軍(　　　　　　)8=1612~78=山海関で清と対峙=らの支援で李自成軍を破る。	


　　┌明滅亡後→中国支配を進める。(　　　　　　)9を首都とする。	


　　└呉三桂らを雲南・広東・福建の(　　　　　　)10とする。	


　康煕 帝=聖祖(位1661~1722)~乾隆帝までの130年間⇨清の最盛期	


　　┌明を支持する各地の勢力を抑え、呉三桂らの(　　　　　　)11の乱=1673~81を平定	


　　├中央アジアの(　　　　　　　)12❖aを打ち、外モンゴル、青海、チベットにも領土拡大	


　　├1661年遷界令=海岸住民の移住。1683年台湾の(　　　　　　)13❖b一族を降伏させる　⇨中国全土を支配	


　　├1689年ロシアとネルチンスク条約---黒龍江=(　　　　　　　)14川の北方を国境とする。	


　　└(　　　　　　　)15会士を登用⇒暦の改定、地図の作成などヨーロッパ文化を伝える	


　　❖a---オイラト(モンゴル系)の後の部族連合。17~8世紀イリ地方=中央アジア中央部=の遊牧国家。	


　　❖b---1624~62年。明の軍人，政治家。平戸生まれ。母は日本人。明を擁護して抵抗を続け、台湾に渡った。	


　　　　別名「(　　　　　　　)16」=「朱」姓を賜ることから	



　雍正 帝=世宗 (位1722~35)　　　　1724年キリスト教布教を禁止	


　　┌1727年ロシアと(　　　　　　　　)17条約---国境策定と通商について取り決め。	


　　├(　　　　　　)18を創設(1732)---軍事の決定を迅速に行うため。のち、政務全般を担当。	


　　└丁銀(人頭税)を全国で廃止⇒地銀(土地税)に一本化→(　　　　　　)19制	


　乾隆 帝=高宗 (位1735~95)　　　　イエズス会の活動を禁止	


　　┌西域=ジュンガル・東[        　　　　　      ]20❖c・チベットなどを征服⇒今日の領土の基礎	


　　└1757年交易を(　　　　　　　)21一港に限る→鎖国体制	


　　❖c---トルコ系民族(ムスリム)が居住する中央アジアの地域。現在の「新疆(　　　　　　　)22自治区」 

・金　・朝鮮　・満州　・東北　・福建　・満漢　・広州　・北京　・漢人　・直隷　　・四庫　・八旗　・藩部　	


・緑営　・藩王　・旗人　・文字 　・典礼　・公行　・海禁　・三藩　・鄭成功　・呉三桂　・軍機処　・観世音　	


・理藩院　・地丁銀　・国姓爺　・円明園　・パスパ　・ポタラ　・サルフ　・アムール　・キャフタ　・チベット　	


・ガンデン　・ヌルハチ　・イエズス　・ウイグル　・ホンタイジ　・ジュンガル　・ツォンカパ　・ダライ=ラマ

　　　　　(　　　　　)33=モンゴル、青海、新疆など=に自治を容認→(　　　　　　)34の管理・監督　　	


　　❖e---ヌルハチが創設。女真を統一する過程で社会組織を「旗」という軍事集団として編成。のちに蒙古八旗、漢人八旗なども	


　　　　組織。「(        　　　  )35」は清の支配層を形成。	


　┌中国の伝統文化を尊重。学芸を奨励。科挙を実施。→懐柔政策	


　├(　　　　　　)36の獄---清朝への批判を徹底的に弾圧。(「維民所止」の科挙問題で出題者を獄死させるなど)	



　├辮髪令---女真の風習である辨髪の強制	


　└古今の書物を調べさせ、辞書・事典を編纂	


　　　「康煕辞典」=漢字字書　　「古今図書集成」=百科事典	


　　　「(　　　　　　)37全書」=「経」=儒教　「史」=歴史　「子」=思想　「集」=文学	


　耕作地のない農民→┌他郷への出稼ぎ　　	


　　　　　　　　　　├湖北・四川・陝西・広西・雲南・(　　　　　)38への移住・開拓	


　　　　　　　　　　└広東・(　　　　　　)39から東南アジアへの渡航→華僑	


　┌民間人の海上交通・対外貿易の禁止→(   　　　      )40	



└貿易を広州一港に限り、(　　　　　)41=広東十三行=特許商人組合にのみ限定　	


3,ヨーロッパ文明との交流	


　(　　　　　　)42問題	


　　┌イエズス会士---中国の伝統・文化を尊重→適応政策→多くの改宗者	


　　　　　　　　　→古来からの道教・儒教の祖先崇拝儀礼を容認	


　　└[       　　　   ]43会士など---西欧の習慣を強制→反発・追放→教皇に訴える	


1645　ローマ教皇はイエズス会の布教を禁止→康煕帝はイエズス会以外の布教禁止	


フェルビースト (1623~1688)❖f　　[       　　　   ]44鋳造、地球儀、日時計などの技術	



　カスティリオーネ (1688~1766)❖g　宮廷画家。近代画法。離宮(　　　　　　)45を設計。	


　ブーヴェ (1656~1730)、レジス (1663~1738)　「皇與全覧図」=中国全土の[     　　　   ]46図	



❖f---フランドルのイエズス会士。康熙帝に仕える。中国語で著作。中国、周辺諸国に大きな影響。	


❖g---イタリアのイエズス会士。宮廷画家として康熙、雍正、乾隆帝に仕える。　	



康煕帝 雍正帝 乾隆帝

ポタラ宮殿(ラサ)

チベット=吐番---630年ソンツェン=ガンポ王(581~649)建国。9世紀半ばに分裂、877年滅亡。	


　 チベット仏教=ラマ教---11世紀以降諸派を形成。1240年モンゴル軍の襲来。	


　　┌サキャ派=チベット四大宗派の一。クン族。赤帽派。サキャ寺=がチベットの支配権を承認される。	


　　└僧(　　　　　　)23(1235~80)はフビライの信頼を受け、帝師=元の仏教の全権をもつ=とされる。	



14世紀　(　　　　　　　)24(1357~1419)=チベット仏教最大の学僧=による仏教革新。	


　　┌ゲルク派=最大宗派・黄帽派=を開く。総本山(　　　　　　　)25=兜率天=寺	


　　└活仏の制→(　　　　　　　)26❖d=化身ラマ=を最高指導者とする。	


　　❖d---世を知恵で観照し救済する(　　　　　　)27菩薩の生きた化身とされる。16世紀タタールのアルタン=

ハンから送られた称号「偉大な師」(モンゴル語)に由来。	


1642　ガンデンポタン=西蔵=成立  本拠地ラサの(　　　　　　)28=補陀落=宮殿(1660~)　指導者ダライ=ラマ	


18世紀末　乾隆帝のとき、清の保護国となる。	



満州文字(左)・漢字(右) 円明園

ツォンカパフェルビースト

2,清朝の政治と社会	


　┌中央官庁---同一官職に満州人、漢人を併用→(　　　　　)29併用制　満州人官僚を優遇	


　├軍制┌(　　　　　　)30の制❖e---軍・部族民を八つの旗の色で8軍団に編成。	


　　　　└(      　　　    )31---漢人を募兵	


　└地方---首都圏→(       　　   )32省　直轄地→本部	




